
本
書
『
新
た
な
集
客
に
挑
む
！ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド 

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
』（
日
本
観
光
振
興
協
会
）

は
、
外
国
人
旅
行
者
へ
の
対
応
の
多
様
な
事
例
を
紹
介
し
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
国
内
の
観
光
産
業
は

じ
め
広
く
産
業
界
に
提
供
し
、
産
業
連
携
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
拡
大
の
重
要
性
を
編
集
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ-

１
で
は
、
今
後
の
観
光
振
興
に
重
要
な
役
割
を
担
う
、
流

通
・
飲
食
等
を
含
む
二
十
五
の
組
織
へ
の
取
材
で
取
り
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
各
組
織
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
は
参
考
に
な
る
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ-

２
で
は
、
実
際
に
お
客
様
と
接
す
る
際
の
基

本
が
簡
潔
に
表
現
さ
れ
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ-

３
は
国
・
地
域
別
に
宗
教
・
国
民
性
等
の
留
意
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
が
口
に
で
き
な
い
食
材
の
記
述
は
「
食
」
の

関
係
者
に
参
考
に
な
る
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ-

４
資
料
編
（
付
録
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収

録
）
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
メ
ニ
ュ
ー
表
作
成
の

た
め
の
四
カ
国
語
（
英・韓・中
〔
簡
体・

繁
体
〕）の
ツ
ー
ル
か
ら
は
、受
け
入
れ

環
境
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
発

行
者
の
意
図
が
う
か
が
え
る
。（
片
桐
）

全
国
各
地
で
観
光
を
通
じ
た
地
域
振
興
の
取
り
組
み
が
進
む
な
か
、
町
の
歴
史
を
伝
え
る
土

蔵
も
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
喜
多
方
市
や
栃
木
市
、

川
越
市
な
ど
に
お
け
る
近
年
の
取
り
組
み
は
、
地
元
の
風
土
や
歴
史
の
上
に
成
り
立
つ
生な

り
わ
い業

や

暮
ら
し
こ
そ
が
、
地
域
観
光
の
原
点
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

『
京
都
土
壁
案
内
』（
塚
本
由
晴
・
森
田
一
弥
著
、
学
芸
出
版
社
）は
、
書
名
の
通
り
、
京
都
の

町
を
歩
き
な
が
ら
、
寺
社
や
茶
室
か
ら
土
塀
に
至
る
ま
で
、
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
土
壁
の

魅
力
を
ひ
も
と
く
京
都
の
建
築
・
街
歩
き
ガ
イ
ド
だ
。
東
本
願
寺
の
な
ま
こ
壁
や
京
都
御
所
の

筋
塀
、
祇
園
・
一
力
亭
の
赤
土
壁
な
ど
と
と
も
に
、
下
御
霊
神
社
の
土
蔵
に
つ
い
て
も
丁
寧
に

説
明
さ
れ
て
い
る
。
聚じ

ゅ
ら
く楽

土
、
稲
荷

山
黄
土
、
九
条
土
、
桃
山
土
、
浅あ

さ

葱ぎ

土
、

錆さ
び

土
な
ど
、
豊
か
な
土
に
恵
ま
れ
た

京
都
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
土
壁
文

化
を
知
る
こ
と
は
、
各
地
で
土
蔵
を

見
る
楽
し
み
も
深
め
て
く
れ
そ
う
だ
。      

（
挑
全
） 

B5判　180ページ
定価　1,300円
日本観光振興協会

A5判   144ページ
定価   1,900円
学芸出版社
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東京駅からのまち歩き
2012年10月1日（月）〜2012年11月30日（金）

　2007年にキャッチフレーズ「東京駅が、街になる。」で始ま
った東京駅再開発事業が、2012年10月に一つの大きな節目
を迎える。1914年に開業した東京駅丸の内駅舎（赤レンガ
本駅舎）の保存『復原』がいよいよ完成するのだ。同駅舎の
完成は「東京の玄関口が生まれ変わる」「東京に新しい風
景が誕生する」「かつてないほどの規模で歴史的建造物が
復元される」等のさまざまな意味合いを持つが、普段何げな
く通り過ぎてしまう駅構内やその周辺をじっくりと探索する、
またとない機会になるだろう。
　本展では、「東京駅からのまち歩き」をキーワードに、東京
駅とその周辺地域（丸の内、八重洲、日本橋等）の歴史、建
築、街並み、宿泊施設等、さまざまな切り口から選んだ図書
や稀

き

覯
こう

書を展示します（『鉄道と街・東京駅』（三島富士夫
著、大正出版）、『東京駅の建築家 辰野金吾伝』（東秀紀
著、講談社）、『大名小路から丸の内へ』（玉野惣次郎著、菱
芸出版）等。ぜひ当館を訪れて「東京駅からのまち歩き」に
お出掛けください。

新
着
図
書
紹
介

　日本政府観光局（JNTO）の方が来館。JNTOニューヨーク
（NY）事務所60周年記念の記事のため、当時一体だったJTB
のNY事務所とJNTO=JTA日本観光宣伝事務所の写真等の
情報をお探しとのこと。社の50年史と70年史をご案内したが、
後日倉庫より、社の米国法人の20年史と写真も見つかった。他
にはない情報が、旅の図書館にならある、という蓄積の重要さ。
東京、そしてNYで、インバウンド観光に従事した忙しい日々 がよ
みがえった。

館 長 の つ ぶ や き

ベストリーダー （2012年4〜8月）

当図書館への来館者によく閲覧されている本を紹介。
【旅行ガイドブック部門】

海外旅行では、
・『地球の歩き方フランス2012-13』（ダイヤモンド・ビッグ社）
・『地球の歩き方MOOKパリの歩き方2012‐13』（同）
・『るるぶフランス2012-13』（JTBパブリッシング）
国内旅行では、

・『まっぷる秋田2013』（昭文社）
【一般読み物部門】
・『日本の聖地ベスト100』（植島啓司著、集英社新書）
・『LCCの使いかた』（イカロス出版）
・『ろばのいる村』（西出真一郎著、作品社）

利用状況 特別展示のご案内

旅の図書館 掲示板

＊詳細は、ホームページhttp://www.jtb.or.jp/旅の図書館・インフォメーションへ
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書
『
新
た
な
集
客
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挑
む
！ 

イ
ン
バ
ウ
ン
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Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
』（
日
本
観
光
振
興
協
会
）

は
、
外
国
人
旅
行
者
へ
の
対
応
の
多
様
な
事
例
を
紹
介
し
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
国
内
の
観
光
産
業
は

じ
め
広
く
産
業
界
に
提
供
し
、
産
業
連
携
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
拡
大
の
重
要
性
を
編
集
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ-

１
で
は
、
今
後
の
観
光
振
興
に
重
要
な
役
割
を
担
う
、
流

通
・
飲
食
等
を
含
む
二
十
五
の
組
織
へ
の
取
材
で
取
り
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
各
組
織
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
は
参
考
に
な
る
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Ｐ
Ａ
Ｒ
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２
で
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と
接
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る
際
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基

本
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潔
に
表
現
さ
れ
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ-
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は
国
・
地
域
別
に
宗
教
・
国
民
性
等
の
留
意
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
が
口
に
で
き
な
い
食
材
の
記
述
は
「
食
」
の

関
係
者
に
参
考
に
な
る
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Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ-

４
資
料
編
（
付
録
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収

録
）
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
メ
ニ
ュ
ー
表
作
成
の

た
め
の
四
カ
国
語
（
英・韓・中
〔
簡
体・

繁
体
〕）の
ツ
ー
ル
か
ら
は
、受
け
入
れ

環
境
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
発

行
者
の
意
図
が
う
か
が
え
る
。（
片
桐
）

■
地
域
の“
と
が
っ
た
”
に
学
ぶ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
の
ツ
ボ
②

昨
年
発
行
の
『
地
域
の″
と
が
っ
た
〟
に
学
ぶ 

イ
ンバ
ウ
ン

ド
推
進
の
ツ
ボ
』
の
続
編
。
今
回
は
主
に
資
源
の
見
つ
け

方
や
生
か
し
方
に
関
す
る″
と
が
っ
た
〟
を
中
心
に
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
五
月
発
行
。

■
訪
れ
る
に
値
す
る
価
値
を
自
ら
創
る  

　
　

〜
今
、
求
め
ら
れ
る
ビ
ジ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
発
想

当
財
団
主
催
「
第
二
十一回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
採

録
集
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
イ
ン
ス
ブ
ルッ
ク
長
期
滞

在
の
旅
」
と
い
う
三
十
日
間一カ
所
滞
在
型
の
旅
行
商
品

を
成
功
さ
せ
た
㈱
ワ
ー
ル
ド
航
空
サ
ー
ビ
ス・
菊
間
潤
吾

社
長
、
日
本
に
キ
ャニ
オ
ニン
グ
と
い
う
自
然
を
生
か
し
た

新
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
導
入
し
た
㈱
キ
ャニ
オ
ン
ズ
な

ど
の
事
例
か
ら
見
え
て
く
る
時
代
の
読
み
方
、価
値
創
造
の
知
恵
や
発
想
の
方
法
につい
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コン
サ
ル
タ
ン
ト
の
谷
口
正
和
氏
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
要

な
の
は
、
観
光
に
関
わ
る一人
ひ
と
り
が
、
人
生
と
い
う″
時
間
〟
に
もっと
もっと
敏
感
に
な

り
、
旅
を
通
し
て
す
て
き
な
時
間
の
過
ご
し
方
や
生
き
方
を
提
示
し
、
訪
れ
る
に
値
す
る

価
値
を
創
り
出
す″
ビ
ジ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
〟
発
想
で
す
。
二
〇
一
二
年
六
月
発
行
。

■
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
サ
イ
ト 

２
０
１
２
（
日
本
人
海
外
旅
行
市
場
の
動
向
）
最
新
刊

日
本
人
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
構
造
的
な
変
化
と
そ
の

要
因
を
詳
細
に
解
説
し
た
レ
ポ
ー
ト
。
二
〇
一
一
年
の
最

新
市
場
動
向
を
カ
バ
ー
。
当
財
団
の
独
自
調
査
を
基
に
、

変
化
の
下
に
働
く
中
・
長
期
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
版
、
英
語
版
あ
り
。
二
〇
一
二

年
七
月
発
行
。

■
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
１
／
２
０
１
２

当
財
団
が
自
主
事
業
の一環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
自

主
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
論
文
集
。
観
光
を
取
り
巻

く
領
域
は
さ
ら
に
広
が
り
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ
を
反
映
し
、
温
泉
地

の
住
民
意
識
を
通
し
て
今
後
の
温
泉
地
の
在
り
方
を
探

る
研
究
や
、
観
光
地
を
訪
れ
た
観
光
客
の
「
感
情
」
や

満
足
度
の
調
査
を
競
争
力
の
高
い
観
光
地
づ
く
り
につ
な
げ
る
研
究
な
ど
、新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
を
試
み
た
研
究
も
収
録
。
併
せ
て
当
財
団
が
主
催
す
る
研
修
事
業
（
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
）
や
出
版
・
広
報
の
概
要
につい
て
も
紹
介
。
二
〇
一
二
年
八
月
発
行
。

※�

当
財
団
出
版
物
の
ご
注
文
は
ホ
ー
ムペー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
事
業
部

　
　
　

電
話 

０
３・５
２
５
５
・６
０
７
３ http://w

w
w

.jtb.or.jp

◆一
月
、四
月
、七
月
、十
月
の
季
刊
誌
と
し
て
の
改
訂
版

「
観
光
文
化
」
第
一
号
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

◆
当
財
団
が
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
地

域
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
稿
や
イ
ン
タ
ビュー
を
通
じ
て
、

地
域
活
性
化
につ
な
が
る
概
念
と
さ
れ
る
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
」「
観
光
地
づ
く
り
」
につい
て
考
察
す
る

特
集
に
し
ま
し
た
。「
特
集
テ
ーマ
か
ら
の
視
座
」
で

研
究
調
査
部
梅
川
が
担
当
と
し
て
考
え
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
研
究
員
が
交
代
で

担
当
分
野
か
ら
特
集
を
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆「
研
究
成
果
の
紹
介
」
で
は
調
査
研
究
を
通
じ
て
当

財
団
研
究
員
が
知
り
得
た
知
見
の一
部
を
ご
紹
介
、

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
通
信  

財
団
活
動
の
い
ま
…
」
で
は
当

財
団
の
最
近
の
活
動
状
況
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。「
旅
の
図
書
館
掲
示
板
」上
で
、

新
着
本
紹
介
に
加
え
、
旅
専
門
の
当
館

が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
、
普

段
目
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
稀き

觀こ
う

本
を
ご

覧
い
た
だ
く
特
別
展
示（
二
カ
月
間
）の

企
画
等
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
表
紙
写
真
や
「
風
致
探
訪
」（
次
号
以

降
に
掲
載
）で
写
真
家
樋
口
健
二
氏
に
、

レン
ズ
を
通
し
た
各
地
の
素
晴
ら
し
い
風

景
を
文
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
連
載
Ⅰ「
あ
の
町
こ
の
町
」で
は
、

ド
イ
ツ
文
学
者
・エッ
セ
イ
ス
ト
池
内
紀

氏
が
各
地
に
足
を
運
ば
れ
る
一
歩
一
歩

か
ら
見
え
感
じ
た
こ
と
を
、
歴
史
に
も

触
れ
な
が
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連
載
Ⅱ「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
手
触
り
」

の
旅
行
作
家
山
口
由
美
氏
は
、
日
本
・

世
界
各
地
を
訪
れ
て
自
身
の
感
性
か
ら

気
づい
た
こ
と
や
経
験
を
通
じ
て
、
人
々

に
とって
の
心
地
よ
さ
につ
な
が
る
ヒ
ン
ト

を
示
唆
し
て
く
れ
ま
す
。　

   （
片
桐
）

●

観
光
地
の
競
合
環
境
の
グ
ロ
ー
バル
化
が
進
む
状
況
下
、
よ
り
効
果
的
・

効
率
的
な
観
光
施
策
を
展
開
す
る
た
め
に
、
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
観
光
政
策
や
観
光
地
の
状
態
の
客
観
評
価
（
指
標
の
利
用
）
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
性
指
標
の
活
用
に
つい
て
は
、
海
外
を

中
心
に
研
究
と
実
践
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
国
内
で
の
実
績

は
皆
無
に
等
し
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
次
号
の
特
集
で
は
、
そ
の
方
法

論
を
探
り
、
有
用
性
の
検
証
を
試
み
ま
す
。

編
集
後
記

次

号

予

告

当
財
団
か
ら
の
お
し
ら
せ

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内
」

●

平
成
24
年
度 

観
光
実
践
講
座

「
人
を
活
か
し
、ま
ち
を
活
か
す
観
光
の
考
え
方
〜
見
え
な
い
価
値
を

見
せ
る『
ま
ち
歩
き
』の
実
践
」

二
〇
一
二
年
十
一
月
八
日（
木
）〜
九
日
（
金
）

会
場
：
当
財
団
大
会
議
室（
朝
日
生
命
大
手
町
ビ
ル
17
階
）

今
年
は
各
地
で
人
気
が
高
ま
る「
ま
ち
歩
き
」に
着
目
し
ま
す
。そ
れ

は
単
に
点
か
ら
点
への
移
動
で
は
な
く
、
ガ
イ
ド
さ
ん
と
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き

な
が
ら
地
元
の
人
と
話
し
、食
べ
、笑
う
︱︱
そ
の
時
間
、そ
の
空
間（
ま

ち
）を
楽
し
ん
で
も
ら
う
観
光
で
す
。特
別
講
師
に「
長
崎
さ
る
く
博
」

「
大
阪
あ
そ
歩
」（
第
４
回
観
光
庁
長
官
表
彰
受
賞
）を
仕
掛
け
た
プ
ロ

デュー
サ
ー
の
茶
谷
幸
治
氏
を
招
き
、ま
た
、住
民
主
体
の
各
地
の
ま
ち

歩
き
事
例
を
取
り
上
げ
ま
す
。“
見
え
な
い
価
値
を
見
せ
る「
ま
ち
歩

き
」”の
意
味
を一緒
に
考
え
、実
践
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。「
ま
ち（
都
市
）」限
定
で
は
な
く
中
山
間
地
に
も
応
用
で

き
る
内
容
で
す
。
詳
し
く
は
当
財
団
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
へ
。

●

第
22
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
〇
一
二
年
十
二
月
十
二
日（
水
）午
後

会
場
：
フ
ク
ラ
シ
ア
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
朝
日
生
命
大
手
町
ビ
ル
５
階
）

二
〇
一
三
年
の
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
見
通
し
を
発
表
す
る
年
末
恒
例
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
テ
ー
マ
等
の
詳
細
が
決
定
し
ま
し
た
ら
当
財
団

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ　
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